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（1）課題・対応策

保安分野における課題
➢ 安定操業を維持するために基本となる、人財確保、技術伝承が共通の問題となっている。

➢ 保安（安全関係）情報は、テキストデータとして蓄積されているため、必要な情報の検索や、
複数の事例や状況を関連付けた解析は、ベテランの知恵や経験に依存している部分が大きく、
今後対応が困難となる事が予想される。

＜現在の保安情報活用の課題＞
➢ 一般的には各事例を、専門家やベテランにより解析し、発生装置、原因、対策などを整理し
DB化して利用している。

➢ これらの方法は、個別事故事例についての内容理解や、設定された分類項目による統計解
析を行うには有効である。

➢ 一方、多数の事例間の繋がり/関係性について解析し、利用者に「潜在的リスク」、「対応
法」などに対する「気づき・ヒント」を提示し、トラブル未然防止・拡散防止へ有効利用すること
は難しい。

対応策：「情報活用のための仕組み」が必要

「テキストデータのＡＩ解析」が可能な
『保安情報活用プラットフォーム（PF）の構築』のニーズが高い
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事故事例
ヒヤリハット
劣化事例
工事管理
教育資料

等

産業プラント事業者
公官庁等に

届出した事故情報
石連等
事故事例

公開情報
（国内・海外）

保安情報活用ＰＦ（JPEC 運営/管理）

テキストデータのＡＩによる解析

①単語に基づいた解析方法
（テキストマイニング・ベイジアンネット利用）

②技術資料に基づいた解析方法
（オントロジー利用）

安全情報DB

・事故発生原因の絞り込み
・事故防止対策立案
・非定常操作時に類似事例確認
・教育、技術伝承

データ収集 データ活用

（２）保安情報活用プラットフォーム（ＰＦ）概要



①単語に基づいた方法（テキストマイニング・ベイジアンネット利用）
解析手法検討➡実使用に向けた取組（プロトタイプ作成）

解析手法検討
『JPEC所有の事故事例等データ』 ⇨ 『複数機関が公開しているDBを横断的解析』
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複数の事故情報等ＤＢを横断的に解析

➢ 知識DBの活用として、事故事例等のテキスト情報を活用する場合、より多くの情報を多岐にわ
たって収集・解析することが有効

➢ 解析するために使用する「単語」を、テキストマイニングにより、同義語や単語の上位/下位レベル
等を考慮して選定（約1000単語）することにより、横断的解析が可能

※ テキストマイニングを用いて、解析に使用する単語を抽出することにより、フォーマットの異
なる複数のデータベースの情報を横断的に解析することが可能となる

➡抽出した単語を「ベイジアンネット」で解析することにより、関係性を定量的に解析できる



①単語に基づいた解析方法（テキストマイニング・ベイジアンネット利用）
解析手法検討➡実使用に向けた取組（プロトタイプ作成）
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◆ 分析対象単語（1000語）の構成

装置・機器・部位
に関するキーワード
◆装置：48
◆タンク：19
◆弁：31
◆管：52
◆その他：200

原因系のキーワード
◆物質（油：41、ガス：36、その他：40）
◆プロセス変動：44
◆原因・現象（機器・材料）：69
◆作業・行為：154

事故等の引き金事象：51

漏れの形態：13

着火源あり：24、着火源なし：3

人的被害：5

その他：96



①単語に基づいた解析方法（テキストマイニング・ベイジアンネット利用）
解析手法検討➡実使用に向けた取組（プロトタイプ作成）
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『死亡』に接続するノードを拡大



①単語に基づいた解析方法（テキストマイニング・ベイジアンネット利用）
解析手法検討➡実使用に向けた取組（プロトタイプ作成）
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①単語一覧から選択

②単語検索で選択

③選択中の単語

④実行ボタン

入力画面



①単語に基づいた解析方法（テキストマイニング・ベイジアンネット利用）
解析手法検討➡実使用に向けた取組（プロトタイプ作成）

9

解析結果の表示画面

⚫ 事例の属性情報(収録データベース、タイトル、日付、原文表示)
⚫ 解析対象単語との関連性の深さの指標(スコア)
⚫ 事例に含まれる単語で、改正対象単語と関連の深い単語(上位3位まで)



②技術資料に基づいた解析方法（オントロジー利用）
解析手法検討➡実使用に向けた取組（プロトタイプ作成）
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解析手法検討
技術資料として「石油学会規格 配管維持規格（JPI-8S- 1-18）を利用

⇨ オントロジー（分解木）により知識体系を整理し活用方法検討



②技術資料に基づいた解析方法（オントロジー利用）
解析手法検討➡実使用に向けた取組（プロトタイプ作成）
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Input Keyword

Node Search

ノード検索
・・・・・・・
・・・・・・・

技術資料に基づいた解析方法（オントロジー）
プロトタイプ利用イメージ

プロトタイプ機能例： ●ノード検索 ●文書リンク（事故事例） ●その他



②技術資料に基づいた解析方法（オントロジー利用）
解析手法検討➡実使用に向けた取組（プロトタイプ作成）
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機能選択
●ノード検索
●要因方向検索
●結果方向検索

検索結果リスト表示



②技術資料に基づいた解析方法（オントロジー利用）
解析手法検討➡実使用に向けた取組（プロトタイプ作成）
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Fig.7 Linking and displaying accident cases

事故事例表示機能

紐づけられている事例を表示

事例の表示



実用化に向けての今後の取組
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ＪＰＥＣホームページ
⚫ クラウドへのリンク作成

① 単語に基づいた解析

②技術資料に基づいた解析

リンク

リンク

クラウド（Azure、AWS 等)
⚫ セキュリティー
⚫ インターネット出入口

① 単語に基づいた解析ソフト
✓ クラウド経由での利用方法開発

②技術資料に基づいた解析ソフト
✓ クラウド経由での利用方法開発

利用者

アクセス

①ID/PW

②ID/PW

クラウド上のソフト利用

クラウド上のソフト利用

クラウドを利用して、様々なユーザーが利用可能な環境での実証試験



実用化に向けての今後の取組
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➢ クラウドを利用して、様々なユーザーが利用可能な環境での実
証試験

➢ プラットフォーム全体のシステム化
➢ 運営方法の検討

JPECが運営主体となり、実運用への移行



ご清聴ありがとうございました

謝辞
テキストデータのAIによる解析は、経済産業省 令和2年度及び
令和3年度燃料安定供給対策に関する調査事業にて実施した。
実用化に向けての取組は、競輪の補助を受けて実施中である。
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